


　　桜田烈士を育んだ県北の自然を訪ねてみませんか
　　～専門家と旧水戸藩領の景勝地や自然に親しむ～

　徳川御三家の一つである水戸藩は、慶長14年（1609年）に東照公家康の十一男の頼房公が常陸水戸二十五万石に
封じられて成立しました。来年、平成21年（2009年）は、それから数えて、四百年になります。旧水戸藩領にあたる茨城の
県北地方は、『日本の原風景』ともいえるような農山村のたたずまいや、海岸から丘陵・山岳までの多彩で豊かな自然が
広がっています。当企画は、「茨城生物の会」の専門家の皆さんにより、５つのコースを設定し、自然を探訪します。季節
の自然を楽しみながら、「桜田門外ノ変」の中核となった烈士たち、そして水戸藩が最も熱く燃えた日々に、想いをめぐら
してみませんか。


